
程
伊
川
の
”
気
”
を
め
ぐ
っ
て

小

　
笠
　
智
章

は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ザ

　
程
願

（伊
川
、
字
正
叔
一
〇
三
三
～
一
一
〇
七
年
）
の
思
想
の
中
心
は
理
の
考
究
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
伊
川
も
ま
た

中
国
の
思
想
家
と
し
て
気
を
そ
の
思
索
の
前
提
と
し
た
以
上
、
彼
の
気
に
つ
い
て
の
捉
え
方
を
探
る
こ
と
は
、
彼
の
思
想
全
体
を
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ

解
す
る
た
め
に
も
重
要
且
つ
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
伊
川
の
思
想
形
成
に
は
、
張
載
（
一
〇
二
〇
～
一
〇
七
七
）
や
そ
の
弟
子
達
　
所

謂
関
学
i
と
の
交
流
が
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
。
す
で
に
市
来
津
由
彦
氏
は
、
『
河
南
程
氏
遺
書
』
一
五
（
以
下
『
入
関
語
録
』

と
す
る
）
を
中
心
に
、
張
載
批
判
を
通
し
た
伊
川
の
敬
説
の
成
立
や
、
か
つ
て
張
載
の
弟
子
で
あ
っ
た
呂
大
臨
や
蘇
晒
の
批
判
を
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヨ
　

し
た
未
発
已
発
論
・
性
説
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
始
め
に
伊
川
の
気
の
諸
特
徴
を
吟
味
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
が
や
は
り

張
載
・
関
学
と
の
交
渉
を
契
機
に
顕
在
化
さ
れ
た
こ
と
、
そ
こ
に
窺
え
る
張
載
批
判
で
は
、
修
養
論
ー
特
に
「
養
気
」
の
位
置
づ
け

が
大

き
な
軸
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
思
想
形
成
史
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
伊
川

の
気
論
の

基
本
的
な
諸
特
徴
は
、
『
入
関
語
録
』
に
ほ
ぼ
出
揃
っ
て
い
る
。
『
入
関
語
録
』
は
、
張
載
没
（
一
〇
七
七
）
後
の

元
豊
三
年

（
一
〇

八
〇
）
に
伊
川
が
関
中
に
赴
い
た
折
の
、
張
載
の
元
弟
子
達
へ
の
言
葉
の
記
録
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
元

一
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豊
の

頃

ま
で
の
資
料
を
扱
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
本
論
に
入
る
前
に
、
依
拠
す
べ
き
文
献
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
伊
川

の

思
想
を
窺
う
に
は
『
二
程
全
書
』
で
ほ
ぼ
足
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
伊
川
の
自
著
と
し
て
『
易
伝
』
と
『
文
集
』
が
最
も

信
頼
で
き
る
が
、
『
易
伝
』
は
晩
年
の
思
想
と
看
ら
れ
る
。
他
『
遺
書
』
や
『
外
書
』
は
諸
門
人
の
記
録
や
記
憶
の
追
記
、
編
集
に
な

る
も
の
を
、
更
に
朱
子
が
編
集
し
た
も
の
で
、
朱
子
の
指
摘
す
る
よ
う
に
「
深
浅
工
拙
」
（
『
朱
晦
翁
編
絹
遺
書
目
録
』
）
な
き
を
免
れ

な
い
が
、
実
際
に
は
こ
れ
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ら
を
含
め
て
、
伊
川
の
語
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ

る
資
料
の
主
な
も
の
を
、
朱
子
の
『
朱
晦
翁
編
績
遺
書
目
録
』
『
伊
川
先
生
年
譜
』
等
に
従
っ
て
挙
げ
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

一
〇
五
六
年
（
嘉
祐
元
）

一
〇
六
九
年
（
煕
寧
二
）

一
〇
七
七
年

（煕
寧
一
〇
）

一
〇
七
九
年

（元
豊
二
）

一
〇
八
〇
年

他
、

（一兀
典
旦
ご
一
）

元
豊

中
に
従
学
し
た
と
さ
れ
る
謝
顕
道

「

顔
子
所
好
何
学
論
」

「

答
横
渠
先
生
書
」

同
「
再
答
」

『

遺
書
』
一
〇
（
洛
陽
議
論
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

『

遺
書
』
二
上
（
東
見
録
）

同
下
（
同
後
）

『

遺
書
』
一
五
（
入
関
語
録
）

　
　
　
　
　
　

（良
佐
）
が
記
憶
を
追
記
し
た

『

遺
書
』
三
が
あ
る
。
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一　
基
本
的
諸
特
徴

以
下

こ
の
章
で
の
引
用
は
、
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
『
入
関
語
録
』
の
も
の
で
あ
る
。

a
　
存
在
説
明
に
お
け
る
諸
特
徴

　
筆
者
は
、
伊
川
の
思
想
が
存
在
論
を
基
礎
と
し
て
そ
の
上
に
構
築
さ
れ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
行
論
の
都
合
に
よ
り
、
存
在

説
明
か

ら
論
じ
始
め
た
い
。
ま
ず
、
次
の
有
名
な
言
葉
か
ら
始
め
よ
う
。

　
　
陰
陽
を
離
れ
了
り
て
更
に
道
無
し
。
陰
陽
す
る
所
以
の
者
は
是
れ
道
な
り
。
陰
陽
は
、
気
な
り
。
気
は
是
れ
形
而
下
な
る
者
、

　
　
道
は

是
れ
形
而
上
な

る
者
な
り
。
形
而
上
な
る
者
は
則
ち
是
れ
密
な
り
。

『

易
』
繋
辞
上
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」
「
形
而
上
者
謂
之
道
、
形
而
下
者
謂
之
器
」
に
よ
っ
て
「
道
」
と
「
気
」
を
形
而
上
・
下
に
分

か

ち
、
所
謂
道
器
的
世
界
観
を
提
出
す
る
。
気
は
陰
・
陽
と
い
う
対
で
捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　
　
陰
陽
す
る
所
以
の
者
は
道
な
り
。
既
に
気
と
日
へ
ば
、
則
ち
便
ち
是
れ
二
あ
り
。
開
閨
と
言
へ
ば
、
已
に
是
れ
感
あ
り
、
既
に

　
　
二
あ
れ
ば
則
ち
便
ち
感
ず
る
有
り
。
開
閨
す
る
所
以
の
者
は
道
、
開
閨
は
便
ち
是
れ
陰
陽
な
り
。
老
子
の
虚
に
し
て
気
を
生
ず

　
　
と
言
ふ
は
非
な
り
。
陰
陽
開
闘
、
本
と
先
後
無
し
。

陰
陽

と
い
う
捉
え
方
を
す
る
限
り
に
お
い
て
「
気
」
を
論
ず
る
こ
と
に
な
る
し
、
「
気
」
と
い
う
限
り
は
「
二
」
即
ち
陰
陽
な
の
で
あ

る
。
陰
陽
に
先
後
が
な
い
と
は
、
気
は
対
の
形
で
し
か
あ
り
得
な
い
こ
と
を
い
う
。
さ
ら
に
、
「
虚
而
生
気
」
を
否
定
す
る
の
は
、
虚
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無
が
気

を
生
ず
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
言
い
換
え
れ
ば
、
既
に
「
気
」
が
あ
っ
て
こ
そ
の
生
生
で
あ
る
こ
と
を
強

調
す

る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
伊
川
は
、
生
成
論
的
に
根
源
的
な
、
陰
陽
の
対
に
な
る
前
段
階
の
気
を
想
定
す
る
こ
と
を
避
け
て

い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
形
而
下
の
「
気
」
に
対
し
て
形
而
上
の
「
道
（
所
以
）
」
を
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
伊
川
は

「

道
生
気
」
と
い
う
直
接
的
な
表
現
を
と
ら
な
い
。

　
　
道

は
則
ち
自
然
に
し
て
万
物
を
生
ず
。
今
夫
れ
春
生
じ
夏
長
じ
了
る
こ
と
一
番
。
皆
是
れ
道
の
生
ず
る
な
り
。
後
来
の
生
長
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
ら

　
　
却
て
既
に
生
ず
る
の
気
を
将
て
後
来
却
て
要
ず
生
長
す
と
道
ふ
べ
か
ら
ず
。
道
は
則
ち
自
然
に
生
生
し
て
息
ま
ず
。

こ
れ
は
、
突
き
詰
め
れ
ば
「
道
が
気
を
生
ず
る
」
こ
と
に
な
る
が
、
伊
川
の
本
意
は
、
道
の
「
生
生
」
の
働
き
の
持
続
連
続
を
強
調

す

る
こ
と
で
あ
り
、
必
ず
し
も
道
が
万
物
の
生
長
に
先
だ
っ
て
始
源
的
存
在
と
し
て
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
「
後
来

生
長
、
不
可
道
却
将
既
生
之
気
、
後
来
却
要
生
長
」
と
は
、
「
気
」
が
独
自
に
、
他
に
何
物
を
も
待
た
ず
に
自
力
で
生
生
変
化
し
て
行

く
と
す
る
、
所
謂
気
一
元
論
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
道
」
は
、

　
　
天
地
の

化
、
廓
然
と
し
て
無
窮
な
り
と
錐
も
、
然
れ
ど
も
陰
陽
の
度
、
日
月
寒
暑
昼
夜
の
変
、
常
有
ら
ざ
る
莫
し
、
此
れ
道
の

　
　
中
庸
た
る
所
以
な
り
。

に

窺

え
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
陰
陽
と
し
て
の
気
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
陰
陽
す
る
「
所
以
」
と
し
て
常
に
万
物
を
生
生
し
生
長
せ

し
む
る
も
の
で
あ
り
、
常
な
る
も
の
と
し
て
天
地
の
化
を
支
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
単
純
に
気
に
先
行
す
る
根
源
的
始
源
的
存
在

と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
『
易
伝
』
で
繋
辞
伝
に
触
れ
ず
、
従
っ
て
「
易
有
太
極
是
生
両
儀
云
々
」
に
言
及
し
て
お
ら

ず
、
『
遺
書
』
『
外
書
』
『
粋
言
』
中
に
も
「
太
極
」
に
言
及
す
る
も
の
が
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
周
敦
頓
へ
の
従
学
経
験
が
あ
り
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
、
『
太
極
図
』
及
び
『
太
極
図
説
』
に
触
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
伊
川
は
、
根
源
的
存
在
を
想
定
し
て
万
物
は
そ
こ
か
ら
生
成
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す

る
と
す
る
よ
う
な
、
所
謂
生
成
論
的
な
発
想
を
拒
否
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
万
物
の

生
生
は

ま
た
「
天
地
の
化
」
と
も
言
わ
れ
、
物
は
「
気
化
」
を
以
て
説
明
さ
れ
る
。
が
、
す
べ
て
が
気
化
だ
け
で
説
明
さ

れ

る
の
で
は
な
い
。

　
　
限
石
種
無
く
、
気
に
種
す
。
麟
も
亦
種
無
し
、
亦
気
化
す
。
蕨
れ
初
め
民
を
生
ず
る
も
亦
是
く
の
如
し
。
海
浜
に
沙
灘
を
露
出

　
　
す
る
が
如
き
に
至
り
て
は
、
便
ち
百
虫
禽
獣
草
木
の
種
無
く
し
て
生
ず
る
有
り
。
此
れ
猶
ほ
是
れ
人
の
見
る
所
の
ご
と
し
。
海

　
　
中
の
島
喚
の
梢
大
に
し
て
、
人
の
及
ぼ
ざ
る
者
の
若
き
は
、
安
ん
ぞ
其
の
種
無
き
の
人
の
其
の
間
に
生
ぜ
ざ
る
を
知
ら
ん
。
若

　
　

し
已
に
人
の
類
有
ら
ば
、
則
ち
必
ず
気
化
の
人
無
か
ら
ん
。

い

か
に

も
忽
然
と
現
れ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
も
の
に
は
「
気
化
」
を
言
い
、
自
身
も
含
め
身
近
に
見
る
人
間
の
よ
う
に
生
殖
行

為
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
も
の
に
は
「
種
生
」
を
言
う
。
幼
稚
な
観
察
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
気
化
と
種
生
と
の
区
別
は
、
伊
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

の
存
在
の

説
明
の
基
本
で
あ
る
。
後
に
、
弟
子
が
こ
の
問
答
を
取
り
上
げ
た
折
に
も
、
「
全
く
是
れ
気
化
し
て
生
ず
る
者
有
り
。
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
化
し
て
生
ず
る
の
後
に
し
て
種
生
す
る
者
有
り
」
と
答
え
て
い
る
（
『
遺
書
』
一
八
）
。
二
程
の
別
は
不
明
だ
が
、
次
の
「
形
化
」

は

「

種
生
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
万
物
の

始

め
は
、
皆
気
化
す
。
既
に
形
あ
り
て
然
る
後
に
形
を
以
て
相
い
禅
り
て
形
化
有
り
。
形
化
長
ず
れ
ば
則
ち
気
化
漸
く

　
　
消
ず
。
（
遺
五
）

全
て

の

も
の
が
第
一
次
的
に
は
気
化
に
よ
り
、
あ
る
も
の
は
そ
れ
以
後
は
形
化
（
種
生
）
に
よ
る
と
す
る
の
は
、
伊
川
が
、
気
の
聚

散

と
い
う
一
つ
の
原
理
だ
け
で
は
、
人
を
含
め
た
万
物
の
説
明
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
表
す
。
伊
川
の
イ
メ
ー
ジ
で

は
、
世
界
の
す
べ
て
が
気
化
に
よ
っ
て
常
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
運
動
変
化
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
運
動
変
化
の
中
に
も
あ
る

一
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程
度
固
定
的
で
持
続
的
な
「
形
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
彼
は
多
く
の
注
意
を
向
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
静
的
な
捉
え
方
は
、
伊
川
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
徴

の
一
つ
で
あ
り
、
従
っ
て
、
気
の
「
聚
散
」
を
言
う
こ
と
は
極
端
に
少
な
い
。
そ
れ
は
彼
の
気
論
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
「
生

生
不
窮
」
の
観
念
に
関
わ
る
。

　
　
凡

そ
物
の
散
ず
る
や
、
其
の
気
遂
に
尽
き
、
復
た
本
原
に
帰
る
の
理
無
し
。
天
地
の
間
洪
鐘
の
如
く
、
物
を
生
ず
と
難
も
鎖
礫

　
　
し
て
亦
尽
く
。
況
ん
や
既
に
散
ず
る
の
気
、
宣
に
復
た
在
る
有
ら
ん
。
天
地
の
造
化
又
焉
ん
ぞ
此
の
既
に
散
ず
る
の
気
を
用
ゐ

　
　
ん
。
其
の
造
化
す
る
者
は
自
ら
是
れ
気
を
生
ず
。
海
水
の
潮
の
如
き
に
至
り
て
は
、
日
出
つ
れ
ば
則
ち
水
洞
る
、
是
れ
潮
退
く

　
　
な
り
。
其
の
洞
る
る
者
は
已
に
無
き
な
り
。
月
出
つ
れ
ば
則
ち
潮
水
生
ず
る
や
、
却
て
是
れ
已
に
洞
る
る
の
水
を
将
て
潮
と
為

　
　
す

に

非
ず
。
此
れ
是
れ
気
の
終
始
な
り
。

伊
川
は
、
天
地
の
造
化
は
自
然
に
気
を
生
じ
、
散
じ
た
気
は
「
本
原
」
に
帰
る
こ
と
な
く
消
え
て
し
ま
う
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
の

「

後
来
生
長
、
不
可
道
却
将
既
生
之
気
、
後
来
却
要
生
長
」
も
、
実
は
、
既
生
の
気
だ
け
で
生
長
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
否
定
し
、

次
次
に

新

た
な
気
が
生
じ
る
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
生
生
の
理
で
あ
る
。

　
　
近

く
諸
を
身
に
取
れ
ば
、
百
理
皆
具
は
る
。
屈
伸
往
来
の
義
、
只
だ
鼻
息
の
間
に
於
て
之
を
見
る
。
必
ず
し
も
既
に
屈
す
る
の

　
　
気

を
将
て
、
復
た
方
に
伸
ぶ
る
の
気
と
為
さ
ず
。
生
生
の
理
、
自
然
に
息
ま
ず
。
…
…
生
有
れ
ば
便
ち
死
有
り
、
始
有
れ
ば
便

　
　
ち
終
有
り
。

す

な
わ
ち
、
気
の
「
本
原
」
と
万
物
と
の
間
の
聚
散
の
循
環
を
否
定
し
て
生
生
を
・
王
張
し
、
気
に
生
死
あ
り
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
も
そ
も
生
成
論
的
な
始
源
を
想
定
す
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
の
は
、
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
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b
　
　
「
浩
然
の
気
」
論
に
見
る
特
徴

　

『

孟

子
』
の
浩
然
の
気
は
、
本
来
は
、
勇
気
を
養
う
と
い
う
問
題
を
前
提
に
不
動
心
の
由
来
を
説
明
す
る
も
の
で
、
養
え
ば
天
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

の

間
に
も
広
が
る
と
い
う
道
徳
的
道
義
的
な
気
概
を
三
口
う
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
公
孫
丑
上
）
。
伊
川
も
同
様
で
あ
る
。

　
『

孟
子
』
の
「
其
為
気
也
、
配
義
与
道
。
無
是
霞
也
。
是
集
義
所
生
者
、
非
義
襲
而
取
之
也
」
の
「
集
義
」
を
「
積
義
」
、
「
所
生
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

を
「
如
集
大
成
」
と
解
し
て
い
る
か
ら
、
浩
然
の
気
は
義
の
集
大
成
し
た
も
の
で
、
道
義
的
な
も
の
で
あ
る
。
続
け
て
、

　
　
浩
然
の

気
は
識
り
難
し
、
須
ら
く
認
得
す
る
を
要
す
。
…
…
須
ら
く
是
れ
至
大
・
至
剛
・
以
直
の
三
徳
を
見
て
、
方
に
始
め
て

　
　
浩
然
の
気
を
見
る
べ
し
。

浩
然
の

気

は
表
現
し
難
く
認
識
し
難
い
。
養
い
続
け
て
自
分
に
義
と
自
覚
さ
れ
る
行
為
を
蓄
積
し
、
行
為
に
お
い
て
自
分
の
内
に
「
至

大
・
至
剛
・
以
直
」
の
三
徳
を
認
め
得
る
に
至
っ
て
、
始
め
て
浩
然
の
気
を
認
め
得
る
と
言
う
。
「
見
る
べ
し
」
と
は
い
え
、
天
地
に

充
塞

す
る
と
い
う
よ
う
な
状
態
に
至
っ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
身
体
外
に
見
え
る
物
と
し
て
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
内
観
的
に
の
み

認
め

得

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
浩
然
の
気
は
、
最
終
的
に
は
心
理
的
な
状
態
、
抜
山
蓋
世
の
如
き
道
徳
的
道
義
的
気
概
と
し

て

内
観
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
へ

　
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
伊
川
は
「
形
体
有
る
物
」
と
明
言
す
る
。

　
　
浩
然
の
気

は
、
既
に
気
と
言
へ
ば
則
ち
已
に
是
れ
大
段
形
体
有
る
の
物
な
り
。

こ
れ
は
、
伊
川
が
、
浩
然
の
気
を
含
め
て
「
気
」
一
般
に
形
体
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
伊
川
は
気
を

一
般
に

物
質

的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
a
に
触
れ
た
、
道
器
的
世
界
観
を
提
出
す
る
「
既
に
気
と
日
へ
ば
、
則

ち
便
ち
是
れ
二
あ
り
」
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
存
在
説
明
に
当
た
っ
て
は
、
気
は
物
質
的
素
材
・
質
料
の
性
格
を
強
く
持
つ
と
言
え
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よ
う
。
浩
然
の
気
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
一
般
に
『
孟
子
』
の
「
養
気
」
を
論
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
養
わ
れ
る
気
に
つ
い
て
は
さ
ほ
ど
考
察
が
加
え
ら
れ
ず
、
人
の
気
と

浩
然
の
気

と
の
別
は
曖
昧
な
ま
ま
に
「
養
気
」
の
語
の
下
に
包
括
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
浩
然
の
気
も
ま

た
人
の
気
の
内
で
あ
る
と
す
る
限
り
で
は
、
筆
者
も
そ
れ
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
浩
然
の
気
は
突
然
生
じ
る

の

か
、
或
い
は
、
浩
然
の
気
と
な
る
べ
き
気
が
予
め
有
る
の
か
、
有
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
伊
川
は
こ
の
点
に
こ
だ
わ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
形
体
有
る
物
」
と
し
た
の
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に

言
う
。

　
　
浩
然
の
気
は
是
れ
集
義
の
生
ず
る
所
の
者
な
り
。
既
に
此
の
気
を
生
じ
得
ば
、
其
の
体
を
語
れ
ば
則
ち
道
と
合
し
、
其
の
用
を

　
　
語
れ
ば

則

ち
是
れ
義
な
ら
ざ
る
莫
し
。

こ
の
よ
う
に
、
『
入
関
語
録
』
で
は
、
浩
然
の
気
を
あ
く
ま
で
集
義
に
よ
っ
て
既
に
生
じ
た
も
の
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の

「

体
」
を
「
道
と
合
す
」
と
言
い
、
ま
た
「
配
義
与
道
」
を
解
し
て
「
配
は
合
な
り
。
気
は
儘
く
是
れ
形
体
有
り
、
故
に
合
と
言

ヘロ
ざふ
」
な
ど
に
窺
え
る
空
間
的
な
合
体
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
我
々
に
つ
い
基
体
と
な
る
気
を
想
像
さ
せ
る
。
「
気
と
言
う
限
り
は
形
体
有
る

物

だ
」
と
は
、
気
に
は
一
般
に
形
体
が
あ
る
と
す
る
こ
と
、
従
っ
て
集
義
に
よ
っ
て
生
じ
た
浩
然
の
気
に
も
形
体
が
あ
る
こ
と
を
意

味

し
て
も
、
決
し
て
集
義
以
前
に
何
か
基
体
と
な
る
よ
う
な
気
が
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
も
と
も
と
『
孟

子
』
原
文
で
は
「
志
壼
則
動
気
、
気
壼
則
動
志
也
」
と
い
わ
れ
る
、
浩
然
の
気
な
ら
ぬ
、
衝
動
的
な
身
体
内
に
漆
る
気
が
問
題
に
な
っ

て

お

り
、
こ
の
「
志
気
」
の
気
と
浩
然
の
気
と
の
関
係
は
明
示
さ
れ
な
い
と
は
言
え
、
そ
の
よ
う
な
気
を
志
で
統
帥
引
率
し
、
道
義

で
養

え
ば
、
千
万
人
と
錐
も
我
往
か
ん
と
い
う
勇
適
心
を
持
ち
得
る
と
の
解
釈
も
成
り
立
つ
。
伊
川
に
お
い
て
も
、
「
学
者
気
の
勝
つ
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所
、
習
の
奪
ふ
所
と
為
ら
ば
、
只
だ
志
を
責
む
べ
し
L
な
ど
に
見
る
よ
う
に
、
道
徳
的
で
な
い
、
衝
動
的
な
気
が
あ
る
。
そ
し
て
『
孟

子
』
に
倣
っ
て
、
こ
の
両
者
の
関
係
を
こ
と
さ
ら
に
は
明
確
に
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
し
か
し
、

　
　
志

は
気
の
帥
な
り
。
若
し
浩
然
の
気
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
何
者
を
か
志
と
為
さ
ん
。
志
之
が
主
た
ら
ば
、
乃
ち
能
く
浩
然
の
気

　
　
を
生
ず
。
志
焉
に
至
れ
ば
、
気
焉
に
次
る
。
自
ら
先
後
有
り
。

な
ど
の
発
言
は
、
集
義
を
志
に
換
え
た
だ
け
で
、
志
気
関
係
の
気
と
浩
然
の
気
と
は
別
物
と
し
な
が
ら
も
、
「
志
気
」
の
気
を
集
義
や

志
に

よ
っ
て
統
制
引
率
す
る
こ
と
で
浩
然
の
気
が
生
ず
る
と
考
え
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
後
の
『
遺
書
』
一
八
で
は
、

　
　

「

義
と
道
と
に
配
す
」
と
は
、
義
理
を
以
て
此
の
気
を
養
成
し
て
、
義
と
道
と
に
合
す
る
を
謂
ふ
。
其
の
未
だ
養
は
ざ
る
に
方

　
　
つ
て

は
、
則
ち
気
は
自
ら
是
れ
気
、
義
は
自
ら
是
れ
義
な
り
。
其
の
浩
然
の
気
を
養
成
す
る
に
及
べ
ば
、
則
ち
気
と
義
と
合
す
。

　
　
本

と
合
を
言
ふ
べ
か
ら
ず
、
未
だ
養
は
ざ
る
時
の
為
に
言
ふ
な
り
。

と
言
う
。
「
配
義
与
道
」
は
義
理
で
浩
然
の
気
を
養
成
す
る
こ
と
で
、
養
わ
な
け
れ
ば
気
は
気
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
未
養
の
気
を
義
に
よ
っ

て

養
う
こ
と
を
「
気
与
義
合
」
と
表
現
す
る
。
「
本
と
合
を
言
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
、
空
間
的
な
合
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
嫌
う
の
は
、
や
は

り
あ
く
ま
で
既
に
生
じ
た
浩
然
の
気
を
道
義
的
勇
適
心
と
し
て
志
気
の
気
と
区
別
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
「
合
体
」
の
イ
メ
ー
ジ
は

未
養
時
を
表
現
す
る
た
め
の
方
便
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
未
養
時
に
は
「
気
は
是
れ
気
」
「
義
は
是
れ
義
」
と
、
道

義
性
を
有
し
な
い
気
が
あ
る
の
で
あ
る
。
浩
然
の
気
を
養
う
と
は
、
こ
の
気
を
養
っ
て
浩
然
の
気
と
す
る
こ
と
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

『

入
関
語
録
』
で
は
、
浩
然
の
気
の
道
義
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
、
「
浩
然
の
気
と
は
」
式
の
経
典
解
釈
的
な
発
言
が

目
立
つ
が
、
や
は
り
同
様
に
、
気
を
養
っ
て
浩
然
の
気
に
す
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
形
体
の
有
る
、

基
体

と
な
る
気
を
想
定
し
、
そ
れ
を
養
う
の
で
あ
る
。
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浩
然
の

気
に

形
体
が

あ
る
と
す
る
の
は
、
『
遺
書
』
一
八
で
伊
川
自
身
が
明
言
す
る
よ
う
に
、
気
を
「
養
う
」
対
象
と
し
て
客
体
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
更
に
、
気
は
形
而
下
の
器
と
し
て
物
質
的
質
料
的
な
物
で
あ
る
と
す
る
存
在
論
と
の
疎
通
が
図

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
入
関
語
録
』
に
お
い
て
「
浩
然
の
気
」
と
い
う
場
合
に
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
道

義
性
道
徳
性
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
伊
川
は
『
入
関
語
録
』
で
は
「
養
気
」
の
語
を
用
い
ず
、
『
遺
書
』
一
八
で

は

「

養
気
」
と
い
う
語
で
一
括
し
て
表
現
す
る
よ
う
に
な
る
。
『
入
関
語
録
』
の
時
点
で
は
何
か
含
む
所
が
あ
っ
て
浩
然
の
気
と
「
志

気
」
の
気
と
は
別
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

c
　
「
真
元
の
気
」
の
意
味
す
る
こ
と

　
次
に
「
真
元
」
「
真
元
之
気
」
に
つ
い
て
見
て
お
く
。
こ
れ
が
問
題
に
な
る
の
は
、
『
入
関
語
録
』
の
二
例
し
か
言
及
が
な
く
、
ま

た
、
伊
川
の
思
想
中
に
お
け
る
位
置
付
け
が
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。

①

若

し
既
に
返
る
の
気
、
復
た
将
に
方
に
伸
び
ん
と
す
る
の
気
と
為
り
、
必
ず
此
に
資
る
と
謂
は
ば
、
則
ち
殊
に
天
地
の
化
と
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ふ

　
　
似
ず
。
天
地
の
化
、
自
然
に
生
生
し
て
窮
ま
ら
ず
、
更
に
何
ぞ
復
た
既
に
艶
る
る
の
形
、
既
に
返
る
の
気
に
資
り
て
以
て
造
化

　
　
を
為
さ
ん
。
近
く
諸
を
身
に
取
れ
ば
、
其
の
開
闇
往
来
、
之
を
鼻
息
に
見
る
。
然
し
て
必
ず
し
も
吸
を
仮
り
て
復
た
入
り
て
以

　
　
て

呼

と
為
す
を
須
ゐ
ず
。
気
は
則
ち
自
然
に
生
ず
。
人
の
気
の
生
ず
る
や
、
真
元
に
生
ず
。
天
の
気
も
亦
自
然
に
生
生
し
て
窮

　
　
ま
ら
ず
。
海
水
の
如
き
に
至
り
て
は
、
陽
盛
ん
な
る
に
因
り
て
洞
れ
、
陰
盛
ん
な
る
に
及
ん
で
生
ず
。
亦
た
是
れ
已
に
洞
る
る

　
　
の
気

を
将
て
却
て
水
を
生
ぜ
ず
、
自
然
に
能
く
生
ず
。
往
来
屈
伸
は
只
だ
是
れ
理
な
り
。
盛
ん
な
れ
ば
則
ち
便
ち
衰
ふ
る
有
り
、

　
　
昼
あ
れ
ば
則
ち
便
ち
夜
有
り
、
往
け
ば
則
ち
便
ち
来
る
有
り
。
天
地
中
洪
鑓
の
如
し
、
何
物
か
鎖
錬
し
了
ら
ざ
ら
ん
。
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②

真
元
の

気

は
、
気
の
由
り
て
生
ず
る
所
に
し
て
、
外
気
と
相
雑
ら
ず
、
但
だ
外
気
を
以
て
酒
養
す
る
の
み
。
魚
の
水
に
在
る
が

　
　
若

し
。
魚
の
性
命
是
れ
水
之
を
為
る
に
非
ず
。
但
だ
必
ず
水
を
以
て
酒
養
す
れ
ば
、
魚
乃
ち
生
を
得
る
の
み
。
人
天
地
の
気
中

　
　
に

居

る
は
、
魚
の
水
に
在
る
と
異
な
る
無
し
。
飲
食
の
養
に
至
り
て
も
、
皆
是
れ
外
気
酒
養
の
道
な
り
。
出
入
の
息
は
、
閨
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
つ

　
　
の

機
な
る
の
み
。
出
つ
る
所
の
息
、
入
る
所
の
気
に
非
ず
。
但
だ
真
元
自
ら
能
く
気
を
生
ず
。
入
る
所
の
気
、
止
だ
閣
る
時
に

　
　
当
り
、
之
に
随
ひ
て
入
る
の
み
。
此
の
気
を
仮
り
て
以
て
真
元
を
助
く
る
に
非
ざ
る
な
り
。

い

ず
れ
も
気
の
循
環
を
否
定
し
、
生
生
を
主
張
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
気
の
「
根
源
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ね

想
定

さ
れ
た
と
す
る
に
は
躊
躇
さ
れ
る
。
①
で
「
天
の
気
も
亦
自
然
に
生
生
し
て
窮
ま
ら
ず
」
と
言
う
が
、
②
で
は
真
元
か
ら
生
じ

た

気
は
「
外
気
」
に
よ
っ
て
酒
養
さ
れ
る
だ
け
で
、
「
外
気
と
相
雑
ら
ず
」
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
②
の
「
真
元
の
気
は
気
の
由
り

て

生
ず
る
所
」
と
は
、
天
の
気
が
真
元
か
ら
生
ず
る
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
気
が
真
元
か
ら
生
ず
る
の
で

は

な
い
。
外
気
に
よ
っ
て
酒
養
さ
れ
、
魚
の
例
で
は
「
性
命
」
と
三
口
わ
れ
る
な
ど
、
友
枝
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
質
料
的
肉
体
的
で

な
い
、
「
い
の
ち
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
注

目
す
べ
き
は
、
伊
川
が
気
の
生
生
不
窮
を
主
張
す
る
に
は
、
必
ず
呼
吸
に
触
れ
る
点
で
あ
る
。
「
近
取
諸
身
、
百
理
皆
具
。
屈
伸

往
来
之
義
、
只
於
鼻
息
之
間
見
之
」
「
見
之
鼻
息
」
と
は
、
最
も
卑
近
な
典
型
を
呼
吸
に
見
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
呼
吸
は
喩
え

や
た

だ

の

例
で
は

な
い
。
吸
気
は
真
元
の
気
の
闘
（
屈
）
に
従
っ
て
入
り
、
吸
気
が
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
呼
気
に
な
る
わ
け
で
は
な

く
、
真
元
か
ら
生
生
し
続
け
ら
れ
る
人
の
気
が
出
て
行
く
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
土
田
氏
は
、
伊
川
の
天
地
の
「
気
」
対
人
の
「
気
」

の
関
係
と
、
道
教
の
「
内
気
」
対
「
外
気
」
と
い
う
促
え
方
と
の
相
似
を
指
摘
さ
れ
た
（
「
程
頴
と
程
願
に
お
け
る
気
の
思
想
」
）
。
三

浦
國
雄
氏
は
「
朱
子
と
呼
吸
」
（
『
中
国
に
お
け
る
人
間
性
の
探
求
』
所
載
）
で
、
真
元
の
気
は
道
教
に
言
う
「
内
気
（
元
気
）
」
で
、
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「

丹

田
」
や
「
気
海
」
と
呼
ば
れ
る
部
分
を
指
す
と
言
わ
れ
、
更
に
伊
川
及
び
朱
子
の
呼
吸
法
が
中
国
医
学
と
道
教
に
そ
の
根
拠
を

仰
ぐ
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
、
『
幼
真
先
生
服
内
元
気
訣
法
』
（
『
雲
笈
七
籔
』
巻
六
〇
所
収
）
の
嚥
気
訣
を
次
の
よ
う
に
引
か
れ
る
。

　
　
夫
れ
人

は
皆
な
天
地
の
元
気
を
稟
け
て
身
を
生
ず
。
身
中
自
ら
元
気
を
分
か
ち
て
理
む
れ
ば
、
嚥
及
吐
納
す
る
毎
に
則
ち
内
気

　
　
は
外
気
と
相
い
応
じ
、
自
然
に
気
海
中
の
気
は
吐
く
に
随
っ
て
上
り
、
直
ち
に
喉
中
に
至
る
：
：
逗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

体
内
の
元
気
は
、
人
が
父
母
を
通
し
て
天
地
の
元
気
を
受
け
た
も
の
で
、
命
の
源
で
あ
る
。

　
ま
た
、
坂
内
栄
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
道
教
の
養
生
術
の
「
服
気
」
「
行
気
」
は
『
抱
朴
子
』
以
来
、
体
外
の
外
気
を
と
り
こ
み
、
体
中

に

循
環

さ
せ
る
と
い
う
外
気
循
環
の
道
術
で
あ
っ
た
が
、
唐
の
玄
宗
期
頃
に
な
る
と
体
内
の
元
気
を
循
環
さ
せ
る
と
い
う
道
術
が
目

立
っ

て

現
れ

る
よ
う
に
な
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
唐
代
後
半
頃
の
『
幻
真
先
生
服
内
元
気
訣
』
で
は
「
内
気
が
、
外
気
を
吐
き

出
す
事
に
よ
り
体
内
を
上
昇
す
る
、
と
一
応
呼
吸
と
の
関
係
で
理
論
化
さ
れ
」
る
が
、
こ
の
内
気
循
環
理
論
が
呼
吸
と
の
結
び
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　

を
失
っ
た
と
こ
ろ
に
『
鐘
呂
伝
道
集
』
の
内
丹
理
論
が
成
立
し
て
行
く
と
言
わ
れ
る
。
氏
の
考
証
に
よ
れ
ば
『
鐘
呂
伝
道
集
』
の
成

立
は

＝
世
紀
後
半
頃
で
、
伊
川
が
思
索
を
重
ね
て
い
た
頃
に
当
た
る
。
と
す
る
と
、
伊
川
は
当
時
最
新
の
内
丹
理
論
で
は
な
く
、

『

幻
真
先
生
服
内
元
気
訣
』
に
見
る
よ
う
な
呼
吸
法
に
親
し
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

『

遺
書
』
の
う
ち
明
道
の
語
や
二
程
の
別
の
不
明
な
も
の
に
は
、
気
に
つ
い
て
医
学
系
や
道
教
系
と
思
わ
れ
る
発
言
が
多
く
見
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

れ

る
が
、
伊
川
に
も
、
兄
明
道
と
同
様
道
教
系
・
医
書
系
の
も
の
が
あ
っ
た
。
勿
論
、
伊
川
に
内
気
の
循
環
を
言
う
語
は
な
い
。
し

か

し
体
内
か
ら
湧
き
出
る
生
命
の
源
と
し
て
の
元
気
は
、
伊
川
の
気
の
生
生
の
イ
メ
ー
ジ
の
根
本
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が

『

入

関
語
録
』
の
時
期
に
真
元
の
気
を
言
っ
た
積
極
的
な
理
由
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
張
載
の
気
の
循
環
論
す
な
わ
ち
不
生
不
滅
論

を
否
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
恐
ら
く
当
然
の
こ
と
と
し
て
真
元
の
気
を
口
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
、
真
元
の
気
を
用
い
る
限
り
、
洞
れ
て
も
洞
れ
て
も
水
が
生
生
し
て
く
る
と
い
う
海
水
の
潮
の
例
の
如
く
、
人
の
体
内
で

も
海
で
も
と
、
気
は
至
る
所
で
生
生
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
突
き
詰
め
れ
ば
、
不
徹
底
な
が
ら
も
、
生
成
論
的
な
始
源

と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
気
は
形
体
有
る
物
、
形
而
下
の
器
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
陰
陽
す
る
所
以
」
に
も
直
結
す
る
問
題
で
あ

る
。
「
生
生
す
る
前
の
気
は
？
」
と
い
う
追
求
を
、
伊
川
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
真
元
の
気
は
道
教
に
由
来
す
る
も
の

で

あ
る
。
こ
れ
が
、
真
元
の
気
が
『
入
関
語
録
』
の
二
条
し
か
見
ら
れ
な
い
理
由
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
長
年
自
明
の
こ
と
と
し
て

親

し
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
は
容
易
に
消
え
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
伊
川
の
思
索
の
奥
に
は
、
生
生
の
基
本
的
典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
、
真
元
の
気
が
ず
っ
と
あ
り
続
け
た
に
違
い
な
い
。

二
　
張
載

と
の
交
渉
と
太
虚
論
批
判
の
軸

　
以
上
に

よ
っ
て
『
入
関
語
録
』
の
時
点
の
気
論
の
特
徴
を
凡
そ
確
認
で
き
た
と
思
う
。
特
に
存
在
説
明
に
お
い
て
、
生
成
論
的
発

想

を
せ
ず
、
気
は
生
生
さ
れ
続
け
る
と
し
、
し
か
も
一
方
向
に
聚
散
し
、
消
滅
す
る
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
気
化
の
み
で
な
く
形
化

（種
生
）
を
重
視
す
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
が
『
入
関
語
録
』
中
の
語
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
張
載
の
太
虚
論
批
判
の
意
図
を
含
む
と
見

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
張
載
の

存
在
説

明
は
凡
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
気
の
本
来
の
姿
と
し
て
「
太
虚
」
を
想
定
す
る
。
気
は
一
物
で
あ
り
な
が

ら
陰
陽
両
体
と
い
う
神
な
る
も
の
で
、
両
体
な
る
が
故
に
聚
散
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
万
物
は
気
の
聚
散
の
過
程
に
現
れ
る
「
客
形
」

で

あ
り
、
気
は
散
ず
れ
ば
太
虚
と
な
る
。
こ
う
し
た
気
の
聚
散
変
化
（
即
ち
気
化
）
の
運
動
が
「
道
」
と
さ
れ
る
。
気
の
聚
散
は
太
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虚

ー
客
形
間
の
循
環
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
「
性
」
を
気
の
固
有
と
し
、
鬼
神
は
二
気
の
良
能
で
あ
る
と
す
る
な
ど
、
所
謂
気
一
元
論

的
性
格
が
非
常
に

強
く
、
世
界
を
運
動
変
化
と
い
う
点
で
捉
え
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
存
在
論
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
張
載
の
気
論
に
対
置
し
て
み
る
と
、
伊
川
の
特
徴
が
際
立
っ
て
く
る
。
特
に
生
生
不
窮
を
主
張
す
る
に
当
た
っ
て
、

「

凡

そ
物
の
散
ず
る
や
、
其
の
気
遂
に
尽
き
、
復
た
本
原
に
帰
る
の
理
無
し
」
と
、
「
本
源
」
ー
万
物
間
の
気
の
聚
散
の
循
環
を
否
定

す

る
な
ど
は
、
張
載
の
太
虚
論
の
太
虚
ー
客
形
間
の
気
の
聚
散
の
循
環
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
勿

論
、
張
載
の
太
虚
は
単
純
に
生
成
論
的
な
本
源
で
は
な
い
が
。

　
と
す
る
と
、
次
に
張
載
・
関
学
と
の
交
渉
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
特
徴
が
太
虚
論
批
判
の
意
図
の
下
に
顕
在
化
さ
れ
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

確
認
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
批
判
の
軸
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
有
ろ
う
。

a
　
「
顔
子
所
好
何
学
論
」

　
先
ず
、
伊
川
の
思
想
の
出
発
点
と
し
て
、
胡
瑳
の
試
に
答
え
た
「
顔
子
所
好
何
学
論
」
（
文
八
・
伊
川
文
四
）
に
触
れ
て
お
き
た

い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
張
載
と
の
接
触
以
前
の
伊
川
の
思
想
を
窺
う
こ
と
の
出
来
る
唯
一
の
ま
と
ま
っ
た
資
料
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
通

り
、
「
顔
子
所
好
何
学
論
」
は
先
ず
初
め
に
顔
子
の
好
ん
だ
学
は
聖
人
に
至
る
た
め
の
学
で
あ
る
と
し
て
、

　
　
聖
人
学
ん

で
至

る
べ
き
か
。
曰
く
、
然
り
。

と
、
高
ら
か
に
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
続
い
て
、
聖
人
に
至
る
た
め
の
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
論
じ
て
行
く
。
先
ず
、
恐

ら
く
直
接
に
は
周
敦
願
を
襲
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

　
　
天
地
精

を
儲
へ
、
五
行
の
秀
を
得
る
者
は
人
と
為
る
。
其
の
本
や
真
に
し
て
静
、
其
の
未
だ
発
せ
ざ
る
や
、
五
性
具
る
、
仁
義
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礼

智
信
と
日
ふ
。
形
既
に
生
ず
る
や
、
外
物
其
の
形
に
触
れ
て
中
に
動
く
。
其
の
中
動
い
て
七
情
出
づ
、
喜
怒
哀
楽
愛
悪
欲
と

　
　
日
ふ
。

と
い
う
「
人
」
の
捉
え
方
を
提
示
す
る
。
こ
こ
で
は
五
行
を
用
い
て
人
を
特
別
な
位
置
に
置
こ
う
と
す
る
の
み
で
、
気
に
対
す
る
彼

独
自
の
反
省
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
性
情
に
重
き
を
置
く
。
「
情
既
に
熾
ん
に
し
て
其
の
性
馨
す
（
傷
つ
く
）
」
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

愚
者
は
情
を
制
す
る
事
を
知
ら
ず
に
情
の
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
性
を
亡
ぼ
し
て
い
る
の
だ
と
し
て
、
「
情
を
性
に
す
」
る
必
要
を
説
き
、

所
謂

「

復
性
」
図
式
を
提
示
す
る
。
「
学
」
は
こ
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
　
凡

そ
学
の
道
は
、
其
の
心
を
正
し
、
其
の
性
を
養
ふ
の
み
。
：
…
・
故
に
学
は
必
ず
其
の
心
を
尽
く
す
。
其
の
心
を
尽
く
せ
ば
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　

　
　
ち
其
の
性
を
知
り
、
其
の
性
を
知
れ
ば
反
つ
て
之
を
誠
に
す
、
聖
人
な
り
。

学
に
よ
っ
て
「
尽
心
」
「
知
性
」
し
て
聖
人
と
な
る
の
だ
と
言
う
。
従
っ
て
、
学
は
さ
し
ず
め
「
心
」
「
性
し
へ
と
向
か
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

　
　
孟
子
曰

く
「
尭
舜
は
之
を
性
と
す
。
湯
武
は
之
に
反
る
」
と
。
之
を
性
に
す
と
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
る
者
な
り
。

　
　
之
に

反

る
と
は
、
学
ん
で
之
を
知
る
者
な
り
。

に

見

る
如
く
、
『
孟
子
』
尽
心
上
の
「
尭
舜
性
之
也
、
湯
武
身
之
也
」
と
『
論
語
』
季
氏
の
「
生
而
知
之
、
上
也
。
学
而
知
之
、
次
也
」

と
に
よ
っ
て
、
学
に
よ
る
復
性
は
可
能
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
目
指
し
た
の
が
顔
子
で
あ
る
、
と
結
ぶ
。

　

こ
こ
に
窺
え
る
の
は
、
「
顔
子
所
好
何
学
論
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
も
よ
る
が
、
伊
川
の
関
心
が
存
在
説
明
よ
り
も
心
性
に
向
け
ら
れ

て

い

る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
復
性
を
、
学
ん
で
之
を
「
知
る
」
こ
と
と
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
知
」
の
重
視
で
あ
る
。
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b
　
　
「
答
横
渠
先
生
書
」
同
「
再
答
」

　
嘉
祐
の

初
め

（
一
〇
五
六
か

七
年
）
、
張
載
と
初
め
て
京
師
に
会
っ
た
時
、
伊
川
は
二
四
・
五
、
張
載
は
三
七
・
八
才
で
あ
っ
た
。

『

易
』
を
論
じ
道
学
の
要
を
語
っ
た
と
さ
れ
る
の
み
で
、
残
念
な
が
ら
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
会
見
を
機
に
張
載
は
異
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

を
捨
て
儒
学
も
し
く
は
道
学
に
専
心
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
恐
ら
く
「
顔
子
所
好
何
学
論
」
に
見
る
よ
う
な
伊
川
の
聖

人
に

至

ろ
う
と
す
る
真
摯
な
意
思
に
影
響
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
後
、
張
載
の
没
す
る
一
〇
七
七
年
の
会
見
ま
で
の
約
二
十
年
の

間
、
幾
た
び
か
書
簡
を
通
じ
た
交
流
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
今
残
る
書
簡
は
伊
川
か
ら
張
載
に
宛
て
た
「
答
横
渠
先
生
書
」
同
「
再

答
」
（
一
〇
六
九
・
煕
寧
二
年
）
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
。

　

「

答
横
渠
先
生
書
」
で
は
、
横
渠
の
「
虚
無
即
気
、
則
虚
無
」
（
後
の
「
虚
」
は
「
無
」
で
あ
ろ
う
）
を
激
賞
し
な
が
ら
も
、
「
此

の
語

未
だ
過
ち
無
き
能
は
ず
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
二
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
一
つ
は
、
伊
川
が
既
に
気
の
生
生
の

観
念

を
持
っ
て
い
た
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
横
渠
の
句
は
『
正
蒙
』
太
和
篇
第
八
条
の
「
気
之
聚
散
於
太
虚
、
猶
泳
凝
釈
於
水
。
知

太
虚
即
気
、
則
無
無
。
…
」
に
見
え
る
。
横
渠
か
ら
の
書
簡
が
こ
の
太
和
篇
第
八
条
と
同
一
で
あ
っ
た
保
証
は
な
い
が
、
『
正
蒙
』
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

既
存
の

自
著
や
日
頃
の
書
き
付
け
か
ら
集
め
て
成
っ
た
書
で
あ
り
、
伊
川
は
太
和
篇
第
八
条
と
同
じ
文
面
を
目
に
し
た
可
能
性
が
高

い
。
と
す
る
と
、
泳
と
水
の
喩
え
に
気
の
聚
散
の
循
環
を
読
み
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
既
に
一
の
a
で
も
見
た
よ

う
に
、
気
の
聚
散
の
循
環
の
否
定
は
、
生
生
不
窮
の
観
念
と
不
可
分
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
伊
川
は
こ
の
時
点
で
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

な
く
と
も
気
の
生
生
不
窮
の
観
念
は
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
で
は
、
先
の
道
教
系
の
呼
吸
法
に
親
し
む
こ
と
に

よ
っ
て
生
生
の
観
念
を
培
っ
て
い
た
と
の
推
定
と
軌
を
一
に
す
る
。
も
う
一
つ
の
解
釈
は
、
伊
川
が
「
太
虚
」
を
こ
と
さ
ら
に
「
虚

無
」
と
解
し
た
と
し
て
、
「
太
虚
」
を
想
定
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
体
的
な
位
置
に
置
か
れ
る
べ
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き
は
「
気
」
で
は
な
い
と
い
う
意
味
に
な
る
。
後
の
言
葉
に
な
る
が
、
『
遺
書
』
三
に
、

　
　
又

た
語
り
て
太
虚
に
及
び
て
曰
く
、
「
亦
た
太
虚
無
し
」
と
。
遂
に
虚
を
指
し
て
曰
く
、
「
皆
是
れ
理
な
り
。
安
ん
ぞ
之
を
虚
と

　
　
謂
ふ

を
得
ん
。
天
下
理
よ
り
実
な
る
者
無
し
」
と
。

と
あ
る
。
真
の
実
在
と
し
て
「
理
」
を
言
い
、
気
と
し
て
の
太
虚
を
否
定
す
る
言
葉
で
あ
る
。
「
答
横
渠
先
生
書
」
の
時
点
で
既
に
伊

川
が
理
を
真
の
実
在
と
す
る
考
え
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
確
認
し
難
い
。
し
か
し
、
「
顔
子
所
好
何
学
論
」
で
既
に
見
た
よ
う

に
、
伊
川
の
関
心
は
心
性
に
あ
り
、
ま
た
、
す
ぐ
後
に
検
討
す
る
「
再
答
」
で
の
「
養
気
」
の
消
極
的
な
評
価
な
ど
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
虚
は
気
で
は
な
く
理
で
あ
る
と
す
る
考
え
、
す
な
わ
ち
形
而
上
下
を
区
別
す
る
道
器
的
世
界
観
の
、
少
な
く
と
も
萌
芽
と
言

え
る
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
以
上

を
要
す
る
に
、
批
判
の
対
象
は
気
の
循
環
か
、
「
太
虚
即
気
」
か
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
張
載
の
太
虚
論
の
核
心
部
分
に

触
れ

る
批
判
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
伊
川
が
明
言
し
た
訳
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
推
測
で
あ
り
所
謂
穿
馨
に
陥
っ

て

い

る
か
も
知
れ
な
い
。
か
な
り
の
確
か
さ
で
言
え
る
こ
と
は
、
張
載
の
気
論
に
対
し
て
、
恐
ら
く
は
漠
然
と
し
た
反
発
を
感
じ
て

い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「

再
答
」
で
は
、
浩
然
の
気
を
養
う
た
め
の
心
が
け
を
述
べ
た
『
孟
子
』
の
「
必
有
事
焉
而
勿
正
、
心
勿
忘
勿
助
長
也
」
が
話
題

と
な
っ
て
い
る
。
張
載
は
伊
川
に
宛
て
て
、
こ
れ
を
「
入
神
之
奥
」
と
評
価
し
、

　
　
若

し
思
慮
を
以
て
之
を
求
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
是
れ
既
に
已
に
自
ら
其
の
心
を
神
な
ら
ざ
る
に
累
す
。
悪
ん
ぞ
得
て
之
を
求
め

　
　
ん
や
。

と
い
う
解
釈
を
示
し
た
。
伊
川
は
こ
れ
に
対
し
て
、
「
有
事
」
で
あ
る
限
り
思
慮
が
あ
る
は
ず
だ
と
し
、
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に
は

　
　
孟
子
の

是
の

言
、
方
に
養
気
の
道
是
く
の
如
く
な
る
を
言
ふ
。
何
ぞ
遽
か
に
神
に
及
ば
ん
や
。
気
完
け
れ
ば
則
ち
理
正
し
。
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は

　
　
正
し
け
れ
ば
則
ち
私
な
ら
ず
。
不
私
の
至
り
則
ち
神
な
り
。
養
気
よ
り
此
に
至
る
こ
と
猶
ほ
遠
し
。
騨
か
に
は
同
語
す
べ
か
ら

　
　
ず
。

と
言
う
。
孟
子
の
こ
の
言
葉
は
養
気
の
方
法
を
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
「
気
完
」
↓
「
理
正
」
↓
「
不
私
」
↓
「
神
」
の

次
序
が
あ
る
。
養
気
は
張
載
の
言
う
よ
う
に
「
神
」
に
直
結
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
更
に
、
「
勿
忘
」
を
張
載
が
「
但
不
舎
其

虚
明
善
応
之
心
爾
」
（
虚
明
善
応
の
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
）
と
解
す
る
の
に
対
し
て
、
伊
川
は
、
既
に
心
に
存
し
て
捨
て
な
い
限
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

虚
明

と
は
言
え
な
い
し
善
応
も
で
き
な
い
、
虚
明
善
応
を
「
存
し
て
忘
れ
ず
」
と
し
て
よ
い
の
か
、
と
批
判
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
を
理
解
す
る
た
め
に
、
張
載
の
修
養
論
を
筆
者
な
り
に
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
く
。
気
一
元
論
と
さ
れ
る
張
載
の
思

想
で

は
、
太
虚
は
気
の
本
来
態
で
あ
り
、
性
の
淵
源
で
あ
る
。
一
方
、
人
を
含
め
た
万
物
は
太
虚
の
気
が
集
ま
っ
て
で
き
た
も
の
で
、

現
実
態

と
し
て
現
れ
た
そ
の
時
点
で
、
本
来
の
性
が
疎
外
さ
れ
気
質
の
性
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
張
載
に
と
っ
て
現
実
の
人

間
が
本
来
の
性
を
取
り
戻
す
手
だ
て
は
、
気
質
を
変
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
気
質
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
太
虚
の
状
態
の

本
来
の
気
の

働
き
性
の
働
き
を
獲
得
で
き
る
。
勿
論
そ
れ
は
復
性
で
あ
り
、
聖
人
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
得
る
の
は
神
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

る
状
態
で
あ
る
。
従
っ
て
、
心
を
太
虚
の
状
態
に
す
る
こ
と
も
重
要
な
工
夫
で
あ
る
。

　
張
載
が

こ
の
時
点
で
ど
の
程
度
気
質
変
化
論
を
含
む
太
虚
論
を
完
成
さ
せ
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
「
気
質
の
性
」
は
彼
の
存

在
把
握
の

図

式
中
で
現
実
態
を
説
明
す
る
根
本
概
念
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
変
化
気
質
と
い
う
工
夫
論
が
登
場
す
る
の
は
さ
ほ
ど
困
難

な

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
伊
川
へ
の
書
簡
で
、
『
孟
子
』
の
言
う
養
気
を
気
質
の
変
化
と
同
一
視
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
現
れ
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

無
理
か

ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
養
気
の
「
有
事
云
々
」
を
「
入
神
の
奥
」
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
伊
川
に
と
っ
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て

は
、
養
気
に
よ
っ
て
す
ん
な
り
と
入
神
で
き
る
と
い
う
の
は
、
首
肯
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
養
気
は
そ
れ
だ
け
で
聖

人
に

至

る
こ
と
の
出
来
る
工
夫
で
は
な
い
。
彼
の
言
葉
に
従
え
ば
、
養
気
は
「
気
完
」
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
後
更
に
「
理

正
」
↓
「
不
私
」
↓
「
神
」
と
い
う
次
序
が
あ
る
。
逆
に
張
載
に
し
て
み
れ
ば
、
伊
川
の
言
う
「
気
完
」
は
す
な
わ
ち
入
神
で
あ
り

聖
人
に

至

る
こ
と
で
あ
る
。
「
勿
忘
」
を
「
但
不
舎
其
虚
明
善
応
之
心
爾
」
と
解
し
た
の
は
、
神
な
る
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
た

の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
に
は
っ
き
り
と
両
者
の
思
想
に
占
め
る
気
の
重
要
性
の
違
い
が
現
れ
て
い
る
。
伊
川
は
修
養
論
に
お
い

て

養
気

を
あ
ま
り
高
く
位
置
づ
け
な
い
の
で
あ
る
。
逆
に
、
「
有
事
」
を
思
慮
有
り
と
し
、
修
養
を
思
慮
の
次
元
で
考
え
、
「
不
私
」

を
重
要
視
す
る
の
は
、
彼
の
心
性
・
精
神
面
重
視
の
現
れ
で
あ
る
。
虚
明
善
応
を
「
存
而
不
忘
」
と
し
て
よ
い
の
か
、
と
の
批
判
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
　

彼
が
何
よ
り
も
心
の
在
り
方
を
問
題
と
し
て
い
た
こ
と
を
表
す
。
こ
れ
は
ま
た
後
の
「
敬
」
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
聖
人
に
至
る
た

め

の
要
件

と
し
て
「
理
」
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
勿
論
、
窮
理
に
つ
な
が
っ
て
行
く
と
思
わ

れ
る
。

一
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c
　
『
洛
陽
議
論
』

　
一
〇
七
七
年
（
煕
寧
｝
○
）
の
『
遺
書
』
…
○
（
以
下
『
洛
陽
議
論
』
と
す
る
）
を
見
る
と
、
二
程
と
張
載
と
の
問
答
の
テ
ー
マ

は

礼

（井

田
、
昏
、
喪
）
、
占
、
詩
、
蜥
蜴
と
電
な
ど
で
、
明
道
と
張
載
と
の
気
・
才
に
関
す
る
問
答
も
、
太
虚
や
気
の
生
生
・
循
環

な
ど
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
注
目
す
べ
き
は
「
窮
理
」
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

　
　
二
程
「
窮
理
尽
性
以
至
於
命
」
を
解
し
て
、
只
だ
理
を
窮
む
れ
ば
便
ち
是
れ
命
に
至
る
と
す
。
子
厚
謂
は
く
「
亦
た
是
れ
太
快



　
　
に

失

す
、
此
の
義
儘
く
次
序
有
り
。
須
ら
く
是
れ
理
を
窮
め
て
、
便
ち
能
く
己
の
性
を
尽
く
し
得
ば
、
則
ち
推
類
し
て
又
た
人

　
　
の

性
を
尽
く
す
べ
し
。
既
に
人
の
性
を
尽
く
し
得
ば
、
須
ら
く
是
れ
万
物
の
性
を
井
せ
て
一
斉
に
尽
く
し
得
べ
し
。
此
く
の
如

　
　
く
し
て
然
る
後
に
天
道
に
至
る
な
り
。
其
の
間
熱
だ
事
有
り
。
宣
に
当
下
に
理
会
し
了
る
こ
と
有
ら
ん
。
学
者
須
ら
く
是
れ
窮

　
　
理

を
先
と
為
す
べ
く
、
此
く
の
如
く
ん
ば
則
ち
方
に
学
ぶ
こ
と
有
り
。
今
命
を
知
る
と
命
に
至
る
と
を
言
は
ば
、
儘
く
近
遠
有

　
　

り
。
宣
に
知
を
以
て
便
ち
之
を
至
る
と
謂
は
ん
や
L
と
。

張
載
の

批
判
の
要

点
は
二
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
二
程
が
窮
理
す
れ
ば
直
ち
に
命
に
至
り
得
る
と
す
る
の
は
間
違
い
で
、

「

窮
理
↓
尽
己
之
性
↓
尽
人
之
性
↓
尽
万
物
之
性
↓
至
於
天
道
」
と
全
体
に
次
序
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
点
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

「

知
命
し
は
「
至
命
」
で
は
な
い
と
す
る
点
で
あ
る
。
先
の
批
判
に
対
し
て
は
、
後
の
『
東
見
録
』
（
遺
二
上
）
で
、
恐
ら
く
明
道
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思
わ

れ

る
が
、
張
載
の
窮
理
と
尽
性
と
の
次
序
説
は
溝
と
源
と
に
分
解
す
る
も
の
だ
と
い
う
反
批
判
が
見
ら
れ
る
。
明
道
は
「
窮
理

尽
性
至
於
命
、
三
事
は
一
時
に
並
せ
了
る
。
元
と
次
序
無
し
。
窮
理
を
将
て
知
の
事
と
作
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
実
に
理
を
窮
め
得
ば
、

即

ち
性
命
亦
た
可
了
す
」
と
言
う
（
同
）
。
伊
川
も
『
遺
書
』
一
八
で
「
窮
理
尽
性
至
命
、
只
だ
是
れ
一
事
」
、
ま
た
同
二
一
下
に
お

い
て

「

理
や

性
や

命
や
、
三
者
未
だ
嘗
て
異
な
る
こ
と
有
ら
ず
。
理
を
窮
む
れ
ば
則
ち
性
を
尽
く
す
。
性
を
尽
く
せ
ば
則
ち
天
命
を

知

る
」
と
言
う
。
窮
理
す
れ
ば
直
ち
に
命
に
至
り
得
る
と
す
る
の
は
二
程
共
通
の
考
え
で
あ
る
。
伊
川
は
張
載
の
批
判
に
も
拘
わ
ら

ず
後
々

ま
で
こ
の
立
場
を
通
し
た
。
ま
た
、
「
知
天
」
と
「
至
天
命
」
と
は
違
う
と
の
張
載
の
指
摘
に
も
拘
わ
ら
ず
、
伊
川
は
や
は
り

『

遺
書
』
一
八
に
な
っ
て
も
な
お
『
易
』
と
『
孟
子
』
尽
心
上
と
を
結
び
付
け
、
知
る
こ
と
と
至
る
こ
と
と
を
同
一
視
し
て
い
る
。

『

入
関
語
録
』
に
「
天
命
を
知
る
は
是
れ
天
理
に
達
す
る
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
の
も
同
じ
で
、
伊
川
の
主
知
主
義
が
現
れ
て
い
る
。

　
『

洛
陽
議
論
』
の
こ
の
議
論
と
、
先
に
見
た
「
再
答
」
の
議
論
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
再
答
」
で
は
、
伊
川
は
「
養
気
」
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に

よ
っ
て
即
座
に
聖
人
と
な
り
得
る
と
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
『
洛
陽
議
論
』
で
は
、
伊
川
は
「
窮
理
」
は
即
ち
「
至
命
」
で
あ

り
、
ま
た
「
知
命
」
即
ち
「
至
命
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
張
載
か
ら
批
判
さ
れ
た
。
伊
川
の
立
場
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
伊
川

は

修
養
上
窮
理
を
最
重
要
視
し
、
養
気
を
重
ん
じ
な
い
。
ち
な
み
に
、
『
入
関
語
録
』
に
至
っ
て
「
配
義
与
道
」
を
解
し
て
道
を
体
、

義
を
用
と
し
、
「
却
て
義
に
配
す
と
言
ふ
は
、
金
を
以
て
器
を
為
す
が
如
し
。
既
に
成
れ
ば
則
ち
目
し
て
金
器
と
為
し
て
可
な
り
」

と
、
出
来
上
が
っ
て
初
め
て
浩
然
の
気
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
『
遺
書
』
三
に
「
某
金
も
て
器
を

作

る
を
以
て
性
も
て
形
を
成
す
に
比
せ
ん
と
欲
す
。
先
生
謂
は
く
、
金
は
以
て
気
に
比
す
べ
く
、
以
て
性
に
比
す
べ
か
ら
ず
、
と
」

な
る
記
事
が
あ
る
。
気
は
あ
く
ま
で
形
而
下
の
物
で
あ
り
、
養
気
は
即
座
に
性
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
再
答
」
で
「
気
完
」
の
後
に
な
お
理
を
介
在
さ
せ
、
養
気
か
ら
神
に
至
る
ま
で
は
「
遠
し
」
と
し
た
こ
と
の
延
長
上
に
あ

り
、
人
の
体
内
の
気
を
養
え
ば
性
が
成
る
と
す
る
張
載
の
気
質
変
化
論
（
注
2
8
参
照
）
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
伊

川
は
『
入
関
語
録
』
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
「
養
気
」
を
聖
人
に
至
る
道
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
一
に
見
た
『
入
関
語

録
』
の
「
浩
然
の
気
」
論
で
、
浩
然
の
気
の
道
義
性
を
強
調
し
て
、
し
か
も
「
養
気
」
の
語
を
用
い
な
い
こ
と
の
背
景
に
は
、
「
再
答
」

以
来
の

張
載
の

「

養
気
」
論
（
日
気
質
変
化
論
）
へ
の
反
発
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
、
「
顔
子
所
好
何
学
論
」
の
「
聖
人
学
ん
で

至

る
べ
し
」
に
見
る
学
の
重
視
は
、
『
洛
陽
議
論
』
で
は
窮
理
の
最
重
要
視
と
な
っ
て
お
り
、
直
後
の
『
入
関
語
録
』
で
は
、
格
物
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

知

と
窮
理
と
が
結
び
付
け
ら
れ
、
更
に
、
事
上
の
窮
理
や
経
に
由
る
窮
理
な
ど
の
論
が
展
開
さ
れ
る
。
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以
上
に

見
た

と
こ
ろ
を
、
気
に
対
す
る
反
省
と
い
う
点
か
ら
捉
え
る
と
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

張
載
は
一
〇
七
六
年
（
煕
寧
九
・
五
七
才
）
秋
、
門
人
に
属
し
て
日
ご
ろ
立
言
し
書
き
留
め
て
置
い
た
も
の
を
集
め
て

『

正
蒙
』



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
成
し
、
翌
年
召
さ
れ
て
礼
官
と
な
り
京
師
に
赴
く
が
、
意
見
が
会
わ
ず
、
秋
に
は
官
を
辞
し
、
西
帰
の
途
中
で
没
し
た
。
帰
途
洛

陽
に

郡
雍

を
見
舞
い
、
二
程
と
会
っ
て
議
論
し
た
。
そ
の
折
の
議
論
の
記
録
が
『
洛
陽
議
論
』
で
、
し
か
も
記
録
者
は
張
載
の
門
人

の

蘇
晒
で

あ
る
。
も
し
も
こ
れ
以
前
に
二
程
が
『
正
蒙
』
を
閲
し
得
た
の
で
あ
れ
ば
、
且
つ
伊
川
が
『
入
関
語
録
』
に
見
た
よ
う
な

気
論
を
整
え
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
当
然
積
極
的
に
気
論
と
し
て
話
題
に
す
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
一
〇
七
七
年
以
前
に

は
、
伊
川
は
、
「
養
気
」
の
位
置
づ
け
を
除
い
て
、
気
自
体
に
対
し
て
は
余
り
反
省
を
加
え
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
お
　

張
載
の
太
虚
論
の
意
義
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
と
も
思
わ
れ
な
い
。
こ
れ
は
気
を
以
て
現
実
態
を
説
明
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
人
間
が

肉
体
を
有
す
る
こ
と
の
認
識
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。
伊
川
は
、
一
〇
七
七
年
の
『
洛
陽
議
論
』
よ
り
後
、
張
載
の
死

後
に

張
載
の

元
門
弟
子
た

ち
と
の
問
答
を
通
し
て
、
張
載
の
気
論
を
批
判
し
つ
つ
、
い
わ
ば
消
極
的
に
気
論
の
諸
特
徴
を
顕
在
化
さ

せ
て

行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
張
載
の
太
虚
論
の
本
格
的
理
解
を
得
る
過
程
で
も
あ
り
、
そ
れ
が
後
の
彼
の
思
想
に
積

極
的
に

影
響
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
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終
わ

り
に

　
以
上
に

よ
っ
て
、
『
入
関
語
録
』
に
表
れ
た
伊
川
の
気
論
の
諸
特
徴
ー
生
成
論
的
根
源
を
想
定
し
な
い
傾
向
、
気
の
生
生
不
窮
、
形

体
有
る
物
と
し
て
物
質
的
質
料
的
性
格
を
有
す
る
こ
と
、
気
化
に
加
え
る
に
形
化
、
不
安
定
要
素
と
し
て
の
「
真
元
の
気
」
説
な
ど

ー
が
、
張
載
・
関
学
と
の
交
渉
を
通
じ
て
、
太
虚
論
・
気
質
変
化
論
批
判
の
意
図
の
下
に
顕
在
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で

き
た
と
思
う
。
そ
し
て
、
張
載
と
の
交
渉
史
上
の
い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伊
川
の
思
想
、
特
に
修
養



論
の
基
本
的
な
枠
を
明
ら
か
に
し
得
た
こ
と
と
思
う
。

　
伊

川
は
少
壮
の
頃
か
ら
心
性
を
重
要
視
し
、
理
を
中
心
に
据
え
よ
う
と
し
て
来
た
。
人
を
含
め
た
万
物
を
構
成
す
る
気
へ
の
反
省

は
、
そ
こ
に
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
い
。
「
顔
子
所
好
何
学
論
」
に
お
い
て
既
に
所
謂
復
性
を
唱
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
学
に
よ

る
の
で
あ
り
、
人
間
の
身
体
性
は
看
過
さ
れ
て
い
る
。
伊
川
の
思
索
は
存
在
論
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
修
養
論
か
ら
始
ま
っ

た

の

で
あ
る
。
「
答
横
渠
先
生
書
」
及
び
同
「
再
答
」
に
お
い
て
、
恐
ら
く
兄
明
道
に
同
調
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
「
理
」
を
目
的
と
す

る
態
度
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
心
の
「
不
私
」
を
求
め
よ
う
と
す
る
。
張
載
の
変
化
気
質
論
に
通
ず
る
「
養
気
」
に
は
限

定
的
な
価
値
を
認
め
る
の
み
で
あ
っ
た
。
『
洛
陽
議
論
』
に
お
い
て
も
如
上
の
態
度
が
基
本
的
で
あ
る
。
『
入
関
語
録
』
で
浩
然
の
気

を
形
体
有
る
物
と
し
て
気
一
般
の
共
通
観
念
を
形
成
し
よ
う
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
そ
の
浩
然
の
気
を
あ
く
ま
で
集
義
に
よ
っ
て

生

じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
心
理
気
象
の
問
題
と
す
る
の
は
、
修
養
上
、
養
気
に
つ
き
ま
と
う
身
体
性
を
捨
象
し
よ
う
と

す
る
傾
向
の
現
れ
で
あ
る
。
「
答
横
渠
先
生
書
」
に
お
い
て
張
載
の
太
虚
論
を
否
定
す
る
か
に
見
え
る
批
判
に
も
、
こ
の
よ
う
な
気
に

対
す

る
い
わ
ば
（
理
に
比
べ
て
の
）
軽
視
が
有
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
い
か
な
る
条
件
付
き
で
あ
れ
、
気
を
本
来
態
と
す
る

よ
う
な
考
え
は
彼
に
は
受
け
入
れ
難
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
彼
の
張
載
の
気
論
に
対
す
る
批
判
の
中
心
点
で
あ
る
「
生
生
」
の
観
念

が
、
道
教
系
の
呼
吸
法
に
そ
の
根
拠
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
逆
に
伊
川
に
お
い
て
こ
の
呼
吸
法
に
よ
る
気
の
生

生
の

イ
メ
ー
ジ
が
如
何
に
根
強
い
も
の
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
『

入
関
語
録
』
に
お
い
て
伊
川
の
気
論
の
諸
特
徴
が
顕
在
化
さ
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
張
載
の
元
門
人
達
に
対
し
て
、
気
が
張
載
の

考
え
る
ほ
ど
に
は
重
要
で
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
の
努
力
の
　
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
養
気
に
絶
対
的
な
価
値
を
置
く
ま
い
と
す
る

努

力
は
、
学
・
窮
理
の
重
視
の
裏
返
し
で
あ
る
。
窮
理
は
聖
人
に
直
接
つ
な
が
る
。
が
、
養
気
に
よ
っ
て
聖
人
に
至
る
こ
と
が
で
き
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る
と
す
る
考
え
は
『
入
関
語
録
』
の
頃
の
伊
川
に
は
な
い
。
『
入
関
語
録
』
や
『
遺
書
』
三
の
、
張
載
の
死
後
の
元
豊
中
に
は
、
格
物

窮
理
の
説
が
整
え
ら
れ
、
そ
こ
に
は
「
敬
」
す
れ
ば
天
理
が
自
ず
と
現
れ
る
と
す
る
、
伊
川
の
修
養
論
の
中
心
概
念
で
あ
る
「
敬
」

も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
勿
論
こ
れ
は
市
来
氏
の
論
ぜ
ら
れ
た
よ
う
に
、
張
載
の
元
弟
子
達
へ
の
教
え
と
い
う
形
で
表
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
広
く
関
学
と
の
交
渉
を
通
じ
て
、
伊
川
は
独
自
の
修
養
論
の
基
礎
を
形
成
し
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
張
載
没
後
数
年
間
の

張
載
の

元
門
人
達

と
の
交
流
は
、
伊
川
に
「
窮
理
か
養
気
か
」
と
い
う
緊
張
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
中
で
気
の
諸
特
徴
を
顕
在
化
さ

せ
、
同
時
に
敬
と
窮
理
に
よ
る
修
養
論
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
張
載
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
前
期
宋
学
の
所
謂
「
聖
人
に
至
る
」
道
は
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
一
つ
は
現
実
態
を
捉
え
る
の
に
身
体
性
を
重
視
し
、
他
は
身
体
性
を
捨
象
し
て
精
神
面
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　

張
載
は

変
化

気
質
の
修
養
法
を
提
示
し
、
後
者
の
伊
川
は
格
物
窮
理
・
酒
養
を
修
養
の
柱
と
す
る
。
伊
川
に
と
っ
て
の
難
関
は
『
孟

子
』
に
「
養
気
」
の
説
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
見
て
来
た
よ
う
に
、
『
入
関
語
録
』
の
頃
は
未
だ
精
神
面
重
視
と
い
っ
た
側
面

が
強

く
、
養
気
を
さ
ほ
ど
に
評
価
し
な
い
。
し
か
し
、
後
に
な
る
と
気
に
清
濁
有
り
と
す
る
観
点
を
取
り
入
れ
、
聖
人
へ
の
道
と
し

て

「

養
気
」
に
相
当
の
重
点
の
置
か
れ
る
発
言
も
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
伊
川
が
現
実
の
人
間
の
身
体
性
に
も
目
を
向
け
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
伊
川
の
思
想
形
成
上
の
大
き
な
う
ね
り
を
象
徴
す
る
も
の
で
、
「
性
即
理
」
や
「
割
然
貫
通
」
等
の

テ
ー
ゼ
に
も
関
係
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
筆
者
は
現
在
、
明
道
の
死
（
一
〇
八
五
・
元
豊
八
年
）
の
頃
か
ら
伊
川
の
思
索
に
積

極
的

な
意
味
で
の
張
載
の
影
響
が
現
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
本
稿
で
扱
っ
た
よ
り
後
の
伊
川
の
思
想
形
成
に
つ
い
て
、

筆
者
な
り
の
準
備
も
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
別
の
機
会
に
発
表
し
た
い
。
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注
　
テ
キ
ス
ト
に
は
中
華
書
局
『
二
程
集
』
（
一
九
八
一
年
刊
）
を
用
い
た
。
引
用
は
『
遺
書
』
は
（
遺
）
、
『
文
集
』
は
（
文
）
と
略
し
て
巻
数

　
を
付
し
た
。

1
　
市
川
安
司
氏
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
六
四
年
）
な
ど

2
　
程
願
の
気
を
と
り
あ
げ
て
論
じ
た
も
の
に
、
土
田
健
次
郎
氏
「
程
頴
と
程
願
に
お
け
る
気
の
思
想
」
（
小
野
沢
清
一
、
福
永
光
司
、
山
井
湧

　
編

刊

気
の
思
想
』
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
七
八
年
）
が
あ
る
。

3
　
同
氏
「
伊
川
実
践
論
の
論
理
形
成
ー
『
遺
書
』
入
関
語
録
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
三
八
　
一
九
七
七
年
所
載
）
、
「
呂
大
臨
の

　
思
想
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
三
十
二
集
　
一
九
八
〇
年
所
載
）
、
「
程
碩
の
未
発
、
已
発
論
－
蘇
季
明
問
答
を
め
ぐ
っ
て
」
（
金
谷
治
編
『
中

　
国
に
お
け
る
人
間
性
の
探
求
』
一
九
八
三
年
所
収
）

4
　
張
立
文
氏
『
宋
明
理
学
研
究
』
（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
　
一
九
八
五
年
）
第
四
章
（
三
）
「
程
願
的
経
歴
」
に
よ
る
。

5
　
『
遺
書
』
二
上
下
は
、
二
程
の
語
で
あ
る
。
張
載
と
二
程
と
の
問
答
も
含
ま
れ
る
か
ら
、
一
〇
七
七
年
以
前
の
記
事
も
含
ま
れ
る
可
能
性

　
が
あ
る
。

6
　
二
程
の
別
は
不
明
だ
が
、
周
敦
顧
へ
の
従
学
は
、
「
昔
学
を
周
茂
叔
に
受
く
る
に
、
毎
に
顔
子
仲
尼
の
楽
し
む
処
を
尋
ね
し
む
。
楽
し
む
所

　
は
何
事
ぞ
、
と
」
（
遺
二
上
）
と
回
顧
さ
れ
て
い
る
。
『
年
譜
』
に
よ
れ
ば
伊
川
十
四
、
五
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
顔
子
所
好
何
学
論
」
の

　
始

め
の
部
分
で
は
、
周
敦
願
の
『
太
極
図
』
同
『
説
』
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
す
で
に
太
極
に
よ
る

　
生
成
論
に

は

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
土
田

健
次

郎
氏
は
、
周
敦
願
の
『
太
極
図
説
』
の
内
容
は
全
く
程
願
の
『
易
伝
』
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
（
「
伊
川
易
伝
の
思

　
想
」
）
。

　
　
な
お
、
『
易
序
』
で
は
太
極
に
触
れ
て
い
る
が
、
『
易
序
』
は
程
願
の
自
著
で
は
な
い
と
さ
れ
る
（
土
田
氏
前
掲
「
伊
川
易
伝
の
思
想
」
を

　
参
照
）
。

7
　
「
聖
人
之
生
、
亦
天
地
交
感
、
五
行
之
秀
乃
生
聖
人
」
「
天
有
五
気
、
故
凡
生
物
、
莫
不
具
有
五
性
、
居
其
］
而
有
其
四
。
至
如
草
木
也
、
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其
黄
者
得
土
之
性
多
、
其
白
者
得
金
之
性
多
L
な
ど
、
五
気
、
五
行
を
用
い
る
も
の
も
散
見
す
る
。
恐
ら
く
こ
れ
ら
は
「
顔
子
所
好
何
学
論
」

　
以
来
の
考
え
方
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
以
上
に
体
系
化
さ
れ
な
い
。

8
　
『
遺
書
』
一
八
で
の
弟
子
の
質
問
に
は
「
先
生
語
録
中
云
『
焉
知
海
島
上
無
気
化
之
人
』
如
何
」
と
あ
り
、
『
入
関
語
録
』
は
『
語
録
』
と

　

し
て
弟
子
た
ち
に
出
回
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

9
　
「
聚
散
」
を
用
い
る
も
の
に
は
、
二
程
の
別
は
不
明
だ
が
、
次
の
言
葉
が
あ
る
。

　
物
生
則
気
聚
、
死
則
散
而
帰
尽
。
有
声
則
須
是
口
、
既
鰯
則
須
是
身
。
其
質
既
壊
、
又
安
得
有
此
。
乃
知
無
此
理
、
便
不
可
信
。
（
遺
二
上
）

　
今
所
謂
地
者
、
特
於
天
中
一
物
爾
。
如
雲
気
之
聚
、
以
其
久
而
不
散
也
。
故
為
対
。
（
同
下
）

10

　
小
野
沢
清
一
氏
「
斉
魯
の
学
に
お
け
る
気
－
『
孟
子
』
と
『
管
子
』
」
（
『
気
の
思
想
』
所
載
）

11

　
　
「
集
義
」
是
積
義
、
「
所
生
」
如
集
大
成
。

12

　
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
浩
然
の
気
に
「
形
体
」
が
有
る
こ
と
を
い
う
も
の
は
、
『
遺
書
』
で
は
一
五
（
『
入
関
語
録
』
）
の
二
条
（
本
文
中
の

　
引
用
と
注
1
3
）
、
一
八
に
一
条
（
注
1
4
）
あ
る
。
他
『
粋
言
』
論
書
篇
に
『
遺
書
』
一
八
の
も
の
の
同
語
異
記
と
思
わ
れ
る
記
事
が
あ
る
。

13

　
「
配
義
与
道
」
即
是
体
用
。
道
是
体
、
義
是
用
、
配
者
合
也
。
気
儘
是
有
形
体
、
故
言
合
。
気
者
是
積
義
所
生
者
、
却
言
配
義
、
如
以
金

　
為
器
、
既
成
則
目
為
金
器
可
也
。

14

　
孟
子
養
気
一
篇
諸
君
宣
潜
心
玩
索
。
須
是
実
識
得
方
可
。
勿
忘
勿
助
長
、
只
是
養
気
之
法
、
如
不
識
、
忽
生
養
。
有
物
始
有
養
、
無
物
又

　
養
箇
甚
麿
。
浩
然
之
気
、
須
見
是
一
箇
物
。
（
遺
一
八
）

　
　
市

川
安
司
氏
は
「
こ
れ
は
誇
張
し
た
表
現
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
人
の
意
識
・
行
動
の
対
象
に
な
る
も
の
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
」

　
と
言
わ
れ
る
（
同
氏
前
掲
書
）
。

15

　
友
枝
龍
太
郎
氏
は
、
「
質
料
的
肉
体
的
人
間
の
気
並
び
に
天
地
の
気
の
背
後
に
無
限
の
生
命
と
も
言
う
べ
き
真
元
の
気
を
そ
の
基
体
と
し
て

　
立
て

る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
横
渠
の
太
虚
即
気
論
が
多
分
に
質
料
的
性
格
を
帯
び
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
超
え
る
た
め
に
生
命
体
の
根

　
源

と
も
言
う
べ
き
真
元
の
気
を
説
き
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
「
真
元
の
気
は
生
き
ど
お
し
の
い
の
ち
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
『
朱
子
の
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思
想
形
成
』
二
六
四
頁
）
。

　
　
市
来
津
由
彦
氏
は
、
生
生
す
る
気
の
「
存
在
的
根
源
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
」
て
、
や
は
り
「
張
載
の
聚
散
論
へ
の
批
判
を
貫
徹
さ

　
せ
る
た
め
に
派
生
し
た
概
念
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
「
程
伊
川
実
践
論
の
論
理
形
成
」
）
。

　
　
市

川
安
司
氏
は
「
伊
川
は
気
の
根
源
と
し
て
真
元
の
気
を
考
え
て
い
た
」
と
し
、
真
元
の
気
へ
の
言
及
が
少
な
い
の
は
「
真
元
の
気
を
先

　
に
設
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
気
の
生
成
を
説
こ
う
と
し
た
の
で
な
く
、
逆
に
気
の
生
成
を
説
く
た
め
に
の
み
、
そ
の
源
を
想
定
し
た
も
の
で

　
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
る
二
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』
第
】
章
第
三
節
注
1
0
）
。

16

　
三
浦
氏
は
、
「
彼
ら
（
伊
川
と
朱
子
）
の
思
想
史
的
な
新
し
さ
は
、
そ
の
よ
う
な
伝
統
的
呼
吸
論
の
中
に
生
生
の
思
想
を
読
み
込
ん
だ
と
こ

　
ろ
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
る
。

17

　
　
『
元
気
論
』
（
『
雲
笈
七
籔
』
巻
五
六
所
収
）
に
「
夫
人
之
受
天
地
元
気
、
始
因
父
精
母
血
」
「
夫
元
気
者
乃
生
気
之
源
、
則
腎
間
動
気
是

　
也
。
…
…
此
気
是
人
之
根
本
」
、
ま
た
、
同
引
『
上
清
洞
真
品
』
に
「
人
之
生
也
、
稟
天
地
之
元
気
、
為
神
為
形
…
…
」
と
あ
る
。

18

　
以
上

は
坂
内
栄
夫
氏
「
『
鐘
呂
伝
道
集
』
と
内
丹
思
想
」
（
『
中
国
思
想
史
研
究
』
第
七
号
　
京
都
大
学
中
国
哲
学
史
研
究
室
　
一
九
八
五
年
）

　
に

よ
っ
た
。
『
幻
真
先
生
服
内
元
気
訣
』
の
「
幻
」
も
こ
こ
で
は
氏
に
従
っ
た
。

19

　

『

入
関
語
録
』
に
は
『
素
問
』
へ
の
言
及
や
医
者
の
処
方
を
話
題
に
し
た
発
言
が
見
ら
れ
る
。
土
田
氏
は
、
伊
川
の
「
養
気
」
に
道
教
的

　
な
イ
メ
ー
ジ
が
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
予
想
さ
れ
る
（
「
程
頴
と
程
願
に
お
け
る
気
の
思
想
」
）
。

20

　
張
載
の

関
学
と
伊
川
の
洛
学
と
の
交
渉
を
論
じ
た
も
の
に
は
、
市
来
氏
前
掲
諸
論
文
の
他
、
侯
外
盧
等
編
『
宋
明
理
学
史
』
上
巻
第
　
編

第
三
章
第
四
節
「
張
載
与
二
程
的
関
係
」
（
人
民
出
版
社
一
九
八
四
年
）
、
ま
た
、
前
掲
の
張
立
文
『
宋
明
理
学
研
究
』
第
四
章
（
三
）
「
程
頭

　
的
経
歴
」
等
が
あ
る
。

21

　
「

情
を
性
に
す
」
は
、
『
論
語
集
解
義
疏
』
皇
疏
引
く
王
弼
釈
義
陽
貨
「
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
」

22

　

『

孟

子
』
尽
心
上
「
尽
其
心
者
、
知
其
性
也
。
知
其
性
、
則
知
天
　
。
」
に
よ
る
。

23

　
呂
大
臨
「
横
渠
先
生
行
状
」
、
『
宋
史
』
巻
四
二
七
張
載
伝
、
『
遺
書
』
］
二
。
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な
お
、
呂
氏
「
横
渠
行
状
」
で
は
初
め
「
見
二
程
尽
棄
其
学
而
学
焉
」
と
あ
っ
た
が
、
伊
川
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
表
叔
平
生
議
論
、
謂
願

　
兄
弟
有
同
処
則
可
。
若
謂
学
於
願
兄
弟
、
則
無
是
事
。
頃
年
属
与
叔
（
大
臨
）
剛
去
。
不
謂
尚
存
斯
言
、
幾
於
無
忌
揮
」
と
言
っ
て
い
る
（
外

　
一
一
）
。
（
そ
の
本
注
に
「
按
行
状
今
有
両
本
。
一
本
云
、
尽
棄
其
学
而
学
焉
。
一
本
云
、
於
是
尽
棄
異
学
、
淳
如
也
」
と
あ
る
。
今
「
行
状
」

　
は

「

乃
尽
棄
異
学
、
淳
如
也
」
に
作
る
。
宋
史
本
伝
で
は
「
於
是
尽
棄
異
学
、
淳
如
也
」
に
作
る
。
）
湯
浅
幸
孫
氏
は
「
張
載
は
二
程
に
学
ん

　
だ
の
で
は
な
く
、
二
程
に
啓
発
さ
れ
て
釈
老
の
学
を
棄
て
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
る
（
『
近
思
録
』
下
　
朝
日
新
聞
社
　
一
九
七
四
年
）
。

　
　
『

外
書
』
一
二
（
祁
寛
所
記
サ
和
靖
語
）
で
は
「
横
渠
昔
在
京
師
、
坐
虎
皮
、
説
周
易
、
聴
従
甚
衆
。
　
夕
二
程
先
生
至
、
論
易
。
次
日

　
横
渠
撤
去
虎
皮
、
日
、
吾
平
日
為
諸
公
説
者
、
皆
乱
道
。
有
二
程
近
到
、
深
明
易
道
、
吾
所
弗
及
、
汝
輩
可
師
之
。
横
渠
乃
帰
陳
西
」
と
あ

　
る
。

　
　
伊
川
の
弟
子
達
に
は
、
な
お
こ
の
会
見
の
後
張
載
が
程
子
に
従
学
し
た
と
の
考
え
が
強
か
っ
た
。
元
張
載
の
門
人
で
あ
っ
た
呂
子
に
し
て

　
上
の
如

く
、
游
酢
（
定
夫
）
も
「
夫
子
（
明
道
）
張
子
厚
友
而
師
之
。
…
…
（
子
厚
）
既
得
聞
先
生
論
議
、
乃
謝
其
徒
、
尽
棄
其
旧
学
、
以

　
従
事
於
道
」
と
言
う
（
「
書
明
道
先
生
行
状
後
」
『
伊
洛
淵
源
録
』
巻
三
）
。
楊
時
（
亀
山
）
も
「
横
渠
之
学
其
源
出
程
子
」
と
言
う
（
『
楊
亀

　
山
先
生
集
』
巻
二
六
「
微
横
渠
先
生
書
及
康
節
先
生
人
貴
有
精
神
詩
」
）
。

24

　
呂
大
臨
「
横
渠
先
生
行
状
」
。
ま
た
、
『
外
書
』
一
二
に
「
張
載
著
正
蒙
時
、
処
処
置
筆
硯
、
得
意
即
書
。
伯
淳
云
、
子
厚
却
如
此
不
熟
」

　
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
ち
な
み
に
太
和
篇
第
八
条
と
同
文
が
『
横
渠
易
説
』
繋
辞
上
に
も
あ
る
。

25

　
後
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
『
外
書
』
一
二
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

　
　
張
子
正
蒙
云
「
泳
之
融
釈
、
海
不
得
而
与
焉
」
伊
川
改
「
与
」
為
「
有
」
。

　
張
載
の

言
葉
は
「
動
物
篇
」
第
3
条
「
海
水
凝
則
泳
、
浮
則
湛
、
然
泳
之
才
、
湛
之
性
、
其
存
其
亡
、
海
不
得
而
与
焉
。
推
是
足
以
究
死
生

　
之
説
。
」

26

　
所
論

「

勿
忘
、
但
不
舎
其
虚
明
善
応
之
心
爾
」
此
言
恐
未
便
。
既
有
存
於
心
而
不
舎
、
則
何
謂
虚
明
、
安
能
善
応
邪
。
虚
明
善
応
、
乃
可

　
存
而
不
忘
乎
。
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27

　
形
而
後
有
気
質
之
性
。
善
反
之
則
天
地
之
性
存
焉
。
故
気
質
之
性
、
君
子
有
弗
性
者
焉
。
（
誠
明
第
2
2
条
）
・
学
者
先
須
変
化
気
質
。
変
化

　
気
質
与
虚
心
相
表
裏
。
（
経
学
理
窟
・
義
理
）
な
ど
。

　
　
な
お
、
張
載
の
「
神
」
に
つ
い
て
は
拙
論
「
郡
雍
と
張
載
に
お
け
る
〈
神
〉
の
意
義
」
（
『
中
国
思
想
史
研
究
』
第
八
号
　
京
都
大
学
中
国

　
哲
学
史
研
究
室
　
一
九
八
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

28
　
張
載
の
気
質
変
化
論
も
重
大
な
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
『
孟
子
』
の
養
気
や
浩
然
の
気
も
、
学
や
礼
を
通
じ
て
変
化
気
質
に
包
含
さ
れ
る
よ
う

　
で
あ
る
。

　
　
人
之
気
質
美
悪
与
貴
賎
夫
寿
之
理
、
皆
是
所
受
定
分
。
如
気
質
悪
者
、
学
即
能
移
。
今
人
所
以
多
為
気
所
使
而
不
得
為
賢
者
、
蓋
為
不
学
。

　
古
之

人
、
在
郷
閻
之
中
、
其
師
長
朋
友
日
相
教
訓
、
則
自
然
賢
者
多
。
但
学
至
於
成
性
、
則
気
無
由
勝
。
孟
子
謂
「
気
壼
則
動
志
」
動
猶
言

　
移
易
。
若
志
萱
亦
能
動
気
。
必
学
至
於
如
天
則
能
成
性
。
（
理
窟
・
気
質
）
他

29
　
　
『
入
関
語
録
』
に
「
必
有
事
焉
、
謂
必
有
所
事
、
是
敬
也
。
」
と
あ
る
。

30

　
横
渠
昔
嘗
辟
言
命
是
源
、
窮
理
与
尽
性
如
穿
渠
引
源
。
然
則
渠
与
源
是
両
物
、
後
来
此
義
必
改
来
。

31

　
・
須
先
在
致
知
。
致
知
、
尽
知
也
。
窮
理
格
物
、
便
是
致
知
。

　
・
格
物
窮
理
、
非
是
要
尽
窮
天
下
之
物
、
但
於
一
事
上
窮
尽
、
其
他
可
以
類
推
。
…
…

　
・
由
経
窮
理
。
或
い
は
、
古
之
学
者
先
由
経
以
識
義
理
。

32

　
苑
育

「

正
蒙
序
」
。
ま
た
『
遺
書
』
一
八
に
も
こ
れ
に
触
れ
る
語
が
あ
る
。

33

　

『

遺
書
』
三
に
、
理
を
実
在
と
す
る
二
b
の
引
用
の
他
に
、

　
　
・
或
謂
許
大
太
虚
。
先
生
謂
「
此
語
便
不
是
。
這
裏
論
甚
大
与
小
」
（
伊
川
語
）

　
と
あ
る
。
時
期
も
二
程
の
別
も
不
明
だ
が
、
『
粋
言
』
一
に

　
　
或
謂
「
惟
太
虚
為
虚
」
子
日
「
無
非
理
也
。
惟
理
為
実
」
或
日
「
莫
大
於
太
虚
」
日
「
有
形
則
有
大
小
、
太
虚
何
小
大
之
可
言
」
（
論
道
篇
）

　
　
離
陰
陽
則
無
道
。
陰
陽
気
也
、
形
而
下
也
。
道
太
虚
也
、
形
而
上
也
。
（
同
）
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と
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。

34

　
勿
論
、
張
載
の
修
養
論
が
身
体
性
の
み
を
問
題
に
し
た
訳
で
は
な
い
（
注
2
8
参
照
）
。
ま
た
彼
の
言
う
変
化
気
質
自
体
、
ど
れ
ほ
ど
わ
れ
わ

　
れ
が
想
像
す

る
ほ
ど
に
身
体
的
肉
体
的
な
修
養
な
の
か
は
猶
お
疑
問
の
残
る
所
で
あ
る
。

　
　
猶
お

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
三
浦
國
雄
氏
に
「
気
質
変
化
考
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
五
集
　
一
九
九
三
年
）
が
あ
る
。

補
　
　
『
入
関
語
録
』
に
見
る
気
の
諸
特
徴
と
し
て
追
記
す
べ
き
も
の
に
「
淳
滴
」
を
言
う
も
の
が
二
条
あ
る
。
気
の
淳
滴
と
は
、
集
散
す
る
気

　
の

清
濁
で
は

な

く
、
時
を
通
じ
た
大
き
な
盛
衰
の
う
ね
り
で
あ
る
。
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